
菱
竿
検
地
史
料
の
所
見

　
　
　
　
一

　
私
は
か
っ
て
、
本
紀
要
旧
号
に
お
い
て
、
「
藩
政
成
立
期
に
於
け
る
子
三
の
伺

題
に
つ
い
て
ー
豊
後
岡
藩
中
川
氏
の
事
例
を
中
心
と
し
て
ー
と
題
す
る
小
論
を
試
み

一
応
そ
れ
な
り
の
評
価
を
得
た
。

　
そ
の
小
論
で
は
、
中
川
氏
が
、
文
禄
三
年
に
豊
後
岡
に
入
射
す
る
に
際
し
て
展

開
さ
れ
る
在
地
勢
力
と
の
確
執
の
問
題
に
は
じ
ま
り
、
初
期
検
地
、
法
令
制
定
、

機
構
整
備
な
ど
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
問
題
を
整
理
し
、
一
七
世
紀
中
葉
の
慶

安
・
承
応
期
を
も
っ
て
、
藩
体
制
を
整
え
終
る
時
期
で
あ
り
、
と
同
時
に
、
早
く

も
初
期
藩
経
済
が
、
困
窮
期
を
迎
え
る
時
期
で
あ
る
と
し
た
。

　
後
代
、
「
岡
藩
中
興
の
祖
」
と
呼
称
さ
れ
る
三
代
藩
主
中
川
久
清
か
、
藩
主
に

就
任
す
る
の
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
五
月
で
あ
り
、
彼
が
、
そ
の
子
久
世

に
家
督
を
譲
っ
た
の
は
、
寛
文
六
年
二
六
六
六
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
久
清

の
治
世
は
僅
か
二
二
年
間
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
歴
代
藩
主
の
評
価
を
、
何
の
基
準
を
も
っ
て
「
英
主
」
と
し
、
如
何
な
る
事
蹟

を
も
っ
て
、
「
中
興
の
祖
」
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
の
分
る
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
、
久
清
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
通
り
「
中
興
の
祖
」
と
呼
称
す
る
に

は
、
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
置
く
と
し
て
も
、
一
三
年
間
の
彼
の

藩
主
在
任
中
の
施
策
に
は
、
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
久
清
は
、
藩
主
就
任
の
翌
年
承
応
三
年
七
月
、
老
職
以
下
、
諸
奉
行
・
町
奉
行

後
　
　
藤

重
　
　
巳

に
い
た
る
ま
で
、
藩
政
の
中
枢
機
構
に
あ
る
諸
役
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に
係
わ

る
条
目
を
制
定
発
布
し
た
。
具
体
的
に
は
、
老
職
（
家
老
）
に
対
す
る
独
断
専
行

を
禁
止
し
、
重
事
は
諸
役
の
合
議
に
よ
る
こ
と
な
ど
五
か
条
、
郡
奉
行
に
は
一
四

か
条
で
、
年
貢
の
定
免
制
の
徹
底
、
そ
れ
に
関
す
る
帳
簿
の
整
備
ほ
か
、
勘
定
奉

行
に
は
「
町
奉
行
裁
判
条
々
」
と
し
て
、
町
政
支
配
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
定
め
た
。

　
更
に
、
三
年
後
の
明
暦
三
年
に
は
、
六
九
か
条
に
及
ぶ
内
容
の
「
郷
中
法
度
」

が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
、
明
暦
二
年
正
月
に
着
手
さ
れ
た
の
が
、
問
題
の
検

地
で
あ
る
。

　
承
応
三
年
の
久
清
の
諸
施
策
は
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
成
立
期
藩
政
に
と
っ
て

不
可
欠
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
、
郡
奉
行
池
田
甚
左
衛
門
の
職
分
に

関
す
る
一
四
か
条
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
そ
の
第
一
条
に
は
「
両
郡
田
畠
免
相
定
之
事
」
と
し
て
、
領
内
緒
村
の
田
地
を

検
案
し
、
「
定
免
に
定
め
直
し
申
す
べ
き
事
」
を
申
し
渡
し
て
い
る
。

　
近
世
期
に
お
け
る
租
税
の
「
定
免
制
」
は
、
幕
府
の
享
保
改
革
に
お
い
て
、
本

格
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
久
清
の
施
策
で
は
、
こ
れ
を
早
く
も
採
用
し
、
「
定

免
に
定
置
可
申
」
と
し
「
其
上
に
て
不
請
村
は
、
内
検
」
を
行
な
う
こ
と
と
し
、

こ
の
た
め
の
「
内
検
の
仕
様
」
は
、
別
に
定
め
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
郡
奉
行
の
「
郡
宰
」
と
し
て
の
職
務
は
、
藩
経
済
を
支
え
る
年
貢

の
安
定
的
な
収
納
を
図
る
こ
と
を
重
点
と
し
、
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右
、
条
数
の
外
、
両
郡
在
々
の
儀
、
万
事
相
は
か
ら
ひ
、
宜
敷
様
可
申
付
候
、

　
一
分
に
決
定
難
成
所
は
、
奉
行
に
相
談
可
仕
候
、
在
城
の
時
分
事
、
直
に
窺
可

　
申
候
。

　
と
見
え
、
地
方
支
配
に
、
並
々
な
ら
ぬ
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
岡
藩
に
お
け
る
「
菱
竿
検
地
」
に
か
か
わ
る
直
接
的
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、

旧
領
内
の
各
地
に
は
、
元
文
期
の
「
菱
竿
帳
」
は
散
見
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
万
治
の
「
菱
竿
検
地
」
が
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
疑
念
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
明
ら
か

な
一
点
の
「
菱
竿
検
地
帳
」
を
中
心
に
、
一
七
世
紀
中
葉
期
の
外
様
藩
年
貢
収
納

に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
二

岡
藩
に
お
け
る
初
期
の
藩
政
改
革
は
、
三
代
久
清
の
時
代
に
展
開
さ
れ
る
。

久
清
の
施
策
に
関
し
て
は
、
承
応
三
年
の
職
制
改
革
、
明
暦
二
年
の
「
郷
中
法

度
」
の
発
令
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
な
か
で
拓
明
勝
二
年
の
検
地
施
策
は
注
目

さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
暦
二
年
一
月
の
史
料
に
よ
る
と
コ
、
月
欠
。
御
領

内
検
地
仰
せ
出
さ
る
」
と
見
え
、
「
古
状
留
二
月
二
十
八
日
の
書
翰
」
に
よ
る
と
、

　
　
然
者
、
こ
こ
も
と
先
月
よ
り
在
々
御
竿
打
中
候
に
付
、
百
姓
一
円
手
透
を
得

　
　
不
中
。
今
に
耕
作
の
用
意
不
任
候
由
に
御
座
候
。
其
上
、
端
々
は
立
退
き
中

　
　
す
者
も
御
座
候
様
に
風
聞
承
候
処
、
菅
野
五
右
衛
門
・
池
田
甚
左
衛
門
、
先

　
　
づ
当
時
御
竿
を
指
死
中
儀
、
尤
の
儀
に
、
私
共
も
奉
存
候
。

な
る
記
事
が
見
え
て
い
る
。

　
右
、
史
料
の
大
意
は
、
「
当
地
で
は
先
月
（
明
暦
二
年
一
月
）
か
ら
、
検
地
作
業

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
百
姓
に
は
ひ
ま
が
な
く
、
耕
作
の
準
備
さ
え
、

出
来
兼
ね
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
上
、
周
辺
の
村
々
で
は
、
こ
の
検
地
を
理
由
に
、

離
散
す
る
百
姓
も
あ
る
と
か
の
風
聞
も
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
菅
野
・
池

田
の
両
郡
奉
行
は
、
今
回
の
検
地
作
業
を
延
期
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
向
で
あ
る
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が
、
私
ど
も
も
、
こ
の
意
見
に
賛
同
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
藩
主
久

清
は
、
こ
の
時
点
、
参
勤
交
代
の
た
め
に
江
戸
に
あ
り
、
城
代
家
老
が
藩
政
を
と

り
し
き
っ
て
お
り
、
在
京
中
の
久
清
の
元
に
、
国
元
の
状
況
を
報
告
し
た
の
が
、

右
の
書
翰
で
あ
っ
た
。

　
検
地
は
、
新
田
畑
の
開
発
の
結
果
生
じ
る
村
高
の
増
加
や
、
「
隠
田
」
の
摘
発
に

よ
る
田
畑
の
不
正
所
有
の
実
態
調
査
な
ど
に
目
的
が
あ
り
、
藩
側
と
農
民
側
と
の

利
害
は
、
完
全
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
藩
の
各
時
代
の
検
地
施

行
に
際
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
確
執
を
生
ず
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。

　
右
の
史
料
に
い
う
「
端
々
は
、
立
退
き
申
者
も
御
座
候
様
に
風
聞
承
候
」
つ
ま

り
、
検
地
施
策
に
反
対
し
て
、
村
を
す
て
て
「
逃
散
」
す
る
百
姓
が
あ
る
と
い
う

風
聞
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
疑
念
を
い
だ
き
得
な
い
。

　
こ
う
し
た
世
上
の
動
き
に
対
し
て
、
若
干
の
危
惧
の
念
を
抱
い
た
在
城
執
行
部

の
意
見
に
対
し
て
、
久
清
は
、
三
月
十
三
日
、
江
戸
か
ら
、
「
こ
の
検
地
作
業
は
予

定
ど
お
り
進
め
よ
。
つ
い
て
は
、
－
上
島
太
郎
左
衛
門
を
新
た
に
検
地
奉
行
に
加
え

て
、
作
業
の
完
成
を
期
す
様
に
」
と
指
示
し
、
こ
の
作
業
の
完
遂
に
、
並
々
な
ら

ぬ
決
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　
こ
の
検
地
作
業
が
推
進
さ
れ
る
過
程
で
、
岡
藩
内
で
は
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
事

件
が
起
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
島
原
円
調
合
騒
動
」
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
は
、

明
暦
の
検
地
政
策
に
起
因
す
る
農
民
側
の
反
発
行
動
と
解
さ
れ
な
く
も
な
い
。

　
史
料
に
よ
る
と
、
明
暦
二
年
十
二
月
の
記
事
に
。

　
　
島
犀
円
御
調
合
に
付
、
御
領
内
在
々
よ
り
狐
の
肝
、
差
し
納
む
る
様
仰
せ
付

け
ら
る
る
処
、
十
七
八
日
の
頃
、
郷
中
虚
説
申
触
し
、
百
姓
男
女
大
勢
、
他

領
へ
逃
散
る
。

な
る
記
述
が
見
え
て
い
る
。
付
録
記
事
に
よ
る
と
、
鳥
犀
円
な
る
薬
の
調
合
計
画

に
よ
っ
て
、
狐
が
反
発
し
、
領
内
十
二
・
三
才
、
二
重
ま
ぶ
た
に
「
え
く
ぼ
」
の

あ
る
女
の
子
の
生
胆
を
抜
く
と
い
う
風
聞
が
広
ま
り
、
二
月
、
領
内
を
年
頃
二
十

四
五
才
の
異
風
体
の
男
が
徘
徊
し
始
め
た
た
め
「
老
若
男
女
一
統
騒
動
に
及
び
、

女
子
を
召
列
れ
、
岩
穴
に
隠
し
、
或
は
庄
屋
宅
に
垣
を
結
び
、
一
同
に
集
ま
る
所
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も
あ
り
、
御
境
村
々
の
も
の
共
は
、
他
所
に
逃
散
り
中
し
、
谷
々
山
々
に
逃
げ
、

村
々
共
に
騒
動
に
及
ぶ
」
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
翌
明
暦
三
年
正
月
十
一
日
の
、
府
内
藩
家
老
か
ら
の
書
翰
に
よ
る
と
、
右
の
騒

動
で
、
府
内
領
に
走
っ
た
百
姓
は
、
男
女
一
七
ヱ
ハ
人
と
報
告
さ
れ
、
彼
ら
は
前

年
十
二
月
二
十
六
日
迄
に
は
岡
領
に
帰
村
し
た
と
い
う
。

　
「
犀
角
」
は
、
周
知
の
如
く
著
名
な
漢
方
薬
で
は
あ
っ
た
が
「
島
原
円
」
と
ど
の

様
な
関
係
に
あ
っ
た
か
は
知
り
得
な
い
。
唯
、
飯
の
肝
を
用
い
て
調
合
す
る
と
い

う
島
犀
円
に
関
わ
る
面
に
、
気
懸
り
な
点
が
あ
る
。

　
同
藩
で
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
領
内
桜
瀬
に
扇
森
飯
頭
稲
荷
社
を
奉
祀

し
、
稲
荷
信
仰
を
普
及
せ
し
め
た
。

　
稲
荷
天
明
社
は
「
保
食
神
寸
「
作
神
」
と
し
て
、
農
民
の
間
に
篤
い
信
仰
を
受

て
い
た
が
、
そ
の
「
神
使
」
は
、
飯
で
あ
っ
た
。
神
使
と
し
て
の
飯
に
関
し
て
は
、

古
く
か
ら
関
心
高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民
俗
学
で
も
、
す
こ
ぶ
る
関
心
を
持
た
れ

た
動
物
で
あ
っ
た
。

　
「
島
原
円
騒
動
」
の
真
相
に
つ
い
て
知
り
得
る
史
料
は
遺
存
し
な
い
が
、
「
飯
」

に
係
わ
る
部
分
は
「
虚
説
」
で
あ
り
、
騒
動
を
大
き
く
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

推
察
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
飯
の
習
性
と
検
地
の
問
題
と
が
関
連
し
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
一
般
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
飯
は
、
人
里
に
比
較
的
近
い
地
域
に
分
布
し
て
お

り
、
野
性
の
動
物
の
中
に
あ
っ
て
は
、
人
に
馴
れ
易
い
動
物
で
あ
っ
た
。
一
方
、

検
地
は
既
墾
地
に
隣
接
し
た
荒
地
開
発
、
谷
奥
な
ど
の
「
隠
田
」
の
摘
発
に
あ
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
ま
さ
し
く
狐
の
好
ん
で
住
む
地
域
で
あ
っ
た
。

　
「
島
犀
円
調
合
」
に
必
要
な
飯
の
捕
獲
は
、
検
地
政
策
に
反
発
す
る
農
民
側
の
「
疑

心
暗
鬼
」
と
結
び
付
き
、
「
虚
説
」
と
し
て
発
展
し
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
。

　
『
豊
岡
古
談
』
、
「
古
状
留
」
に
よ
る
と
、
明
暦
二
年
十
二
月
二
十
日
を
前
後
し

て
、
「
領
内
の
百
姓
共
、
ヽ
無
実
の
風
説
候
」
と
、
他
領
域
に
逃
散
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
酷
し
い
検
地
で
は
、
四
壁
や
山
藪
に
ま
で
注
意
が
注
が
れ
、
そ
れ

は
ま
さ
に
「
飯
狩
り
」
と
も
受
け
取
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
明
暦
二
年
秋
の
「
鳥
犀
円
調
合
騒
動
」
は
、
明
暦
の
検
地
の
施
行
と
符
合
し

て
、
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
同
藩
で
は
、
翌
明
暦
三
年
八
月
、
著
名
な
明
暦
の
「
郷
中
法
度
」
が
発
令
さ
れ

る
が
、
そ
の
か
条
の
中
の
第
八
条
に
、
「
御
領
内
の
百
姓
、
相
走
り
申
し
候
を
追
い

掛
け
、
他
領
に
お
い
て
搦
め
申
す
ま
じ
く
候
（
下
略
）
」
な
る
一
か
条
が
見
え
て
い

る
。
　
一
七
世
紀
中
葉
期
の
各
藩
藩
政
確
立
期
に
は
、
各
藩
で
は
、
領
内
農
民
の
永
い

間
の
生
活
慣
行
を
無
視
し
た
、
新
施
策
に
起
因
す
る
領
民
の
地
領
へ
の
逃
散
事
件

が
続
発
し
た
。
岡
藩
明
暦
法
度
に
お
け
る
右
の
か
条
は
、
当
時
期
に
お
け
る
世
上

一
般
の
事
態
を
踏
ま
え
、
前
年
に
着
手
さ
れ
た
検
地
作
業
に
と
も
な
う
、
予
測
事

態
を
充
分
に
勘
案
し
て
の
内
容
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

　
翌
明
暦
四
年
八
月
一
日
、
年
号
は
改
元
さ
れ
て
「
万
治
」
と
な
っ
た
。
こ
の
年

に
注
目
す
べ
き
「
菱
竿
検
地
」
の
名
称
が
初
め
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　
史
料
に
よ
る
と
、
万
治
元
年
中
の
記
述
に

　
　
一
、
月
日
欠
、
御
領
内
総
検
地
、
菱
竿
を
以
て
改
む
。
酒
井
寺
組
千
有
庄
屋
、

　
　
　
和
田
忠
左
衛
門
重
好
召
出
さ
れ
、
竿
方
頭
取
仰
せ
付
け
ら
る
。

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
和
田
重
好
は
、
先
の
「
鳥
犀
円
調
合
騒
動
」
に
際

し
、
「
井
田
筋
酒
井
寺
組
大
庄
屋
忠
左
衛
門
は
、
全
く
虚
説
に
有
之
間
、
曽
て
動
き

申
さ
ざ
る
様
に
と
取
鎮
め
、
依
之
騒
不
申
候
」
と
い
う
騒
動
鎮
静
の
手
腕
を
評
価

さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
「
検
地
之
事
」
に
よ
る
と
、
菱
竿
検
地
に
つ
い
て
は
、

　
　
菱
竿
検
地
ハ
、
万
治
右
始
り
、
令
以
北
法
を
用
ル
。
其
節
迄
ハ
高
七
万
石
余

　
　
之
所
、
検
地
二
面
九
万
有
二
成
、
貳
万
有
余
の
打
出
二
付
、
御
領
分
ハ
、
他

　
　
邦
と
違
、
歩
詰
り
に
て
、
楢
余
之
地
無
之
、
究
屈
二
有
之
。
扨
、
検
地
の
仕

　
　
方
ハ
、
田
畑
の
形
チ
を
見
す
み
、
検
地
す
る
に
、
角
な
る
ハ
角
竿
二
打
能
候

　
　
得
共
、
種
々
の
形
あ
る
も
の
に
て
、
角
竿
二
見
す
み
成
か
た
き
坪
有
リ
、
菱

　
　
竿
ハ
如
何
様
の
形
二
而
も
打
る
も
の
故
、
自
由
二
面
委
し
、
菱
形
の
所
ハ
菱

　
　
二
打
、
角
な
る
所
ハ
、
す
み
違
二
割
て
菱
二
つ
に
す
る
故
（
下
略
）
。
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と
述
べ
、
次
い
で
図
に
よ
っ
て
詳
し
い
原
理
を
示
し
て
い
る
。

　
中
川
氏
は
、
文
禄
三
年
、
岡
に
入
封
す
る
と
同
時
に
、
領
内
検
地
を
施
行
し
て

以
来
、
た
び
た
び
内
検
を
行
っ
た
ら
し
い
事
は
、
右
に
続
く
「
検
地
之
事
」
に
「
御

入
国
ニ
て
、
其
後
追
々
検
地
被
仰
付
親
裁
、
古
帳
を
見
る
に
種
々
の
検
地
帳
有
之
」

と
同
時
に
、
「
御
領
内
一
同
二
検
地
被
仰
付
奴
僕
ハ
、
得
と
不
相
分
」
と
記
し
、
す

で
に
、
藩
当
局
に
と
っ
て
も
、
『
御
覧
帳
細
注
』
の
編
纂
期
に
、
入
国
初
期
に
お
け

る
検
地
の
実
態
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
「
鳥
犀
円
騒
動
」
と
深
く
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
明
暦
二
年
の
検
地
は
、

全
く
新
し
い
手
法
に
よ
る
検
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
検
地
之
事
」
の
記
事
に
よ
っ
て

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
こ
の
新
し
い
手
法
に
よ
る
検
地
の
様
子
を
、

具
体
的
に
成
し
得
る
史
料
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
わ
ず
か
一
点
、

し
か
も
若
干
の
落
丁
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
新
史
料
が
初
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

領
内
一
組
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
万
治
検
地
の
あ
る
程
度
の
概

要
を
知
り
得
る
責
重
な
史
料
に
接
す
る
機
会
を
得
た
。

　
以
下
、
こ
の
初
見
史
料
に
よ
っ
て
、
万
治
の
菱
竿
検
地
の
概
要
に
関
し
て
見
る

こ
と
に
す
る
。

　
初
見
史
料
は
、
表
紙
を
欠
き
、
先
ず
こ
の
史
料
の
外
題
す
ら
判
明
し
な
い
上
に
、

首
部
は
若
干
の
欠
失
を
見
て
い
る
ら
し
い
。
更
に
、
内
部
記
載
の
数
値
に
は
各
所

に
、
後
代
に
お
け
る
加
筆
・
訂
正
部
分
が
あ
り
、
ま
た
、
冊
子
全
体
と
し
て
後
代

の
補
綴
に
よ
る
乱
丁
の
恐
れ
も
あ
る
。
し
か
し
、
当
史
料
が
若
干
の
欠
失
部
分
を

持
つ
ら
し
い
に
せ
よ
、
正
保
・
元
禄
の
両
郷
帳
等
と
比
較
す
る
時
、
万
治
検
地
の

実
態
を
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
点
に
お
い
て
、
異
存
は
な
い
。

　
先
ず
、
本
史
料
は
、
先
述
の
如
く
表
紙
及
び
外
題
を
欠
失
し
て
お
り
、
本
稿
で

は
便
宜
上
、
「
万
治
二
年
柏
原
組
菱
竿
帳
」
（
以
下
略
し
て
「
菱
竿
帳
」
と
仮
題
す

る
。

本
「
菱
竿
帳
」
の
性
質
は
、
幸
い
に
し
て
完
存
す
る
奥
書
き
部
分
の

右
、
柏
原
組
田
畠
屋
敷
、
改
算
用
、
次
倉
組
よ
り

念
ヲ
入
仕
候
得
共
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
。

　
万
治
貳
年

　
　
　
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
組
千
石
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
内
　
梧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
算
用
仕
ル
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
會
組
千
石
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
太
郎
　
俳

小
鴨
兵
左
衛
門

青
木
孫
左
衛
門

様様

と
い
う
、
記
載
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

　
検
地
は
、
「
我
田
引
水
」
を
避
け
て
、
厳
正
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
柏
原

組
に
お
け
る
「
改
算
用
」
つ
ま
り
、
新
旧
田
畑
屋
敷
の
改
め
は
、
同
組
千
石
庄
屋

で
な
く
、
隣
接
す
る
次
倉
組
千
石
庄
屋
が
担
当
し
た
の
で
あ
っ
た
。
小
鴨
兵
左
衛

門
及
び
青
木
孫
左
衛
門
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
明
暦
二
年
の
同
藩
に
お
け
る
「
組
」

の
改
変
（
改
組
）
に
際
し
、
乗
組
（
大
野
・
大
分
郡
）
三
四
か
村
の
郡
代
、
及
び
、

西
組
（
直
入
郡
）
の
三
三
組
の
郡
代
と
な
っ
た
小
鴨
氏
及
び
青
木
氏
に
外
な
ら
な

い
。
　
次
に
「
菱
竿
帳
」
の
記
載
様
式
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
古
田
高
　
四
拾
武
石
五
斗
六
升
ハ
合
七
夕
　
万
治
元
右
高
武
斗
五
升
ハ
合
三
夕

　
　
氷
河
成
二
引
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
　
田
　
村

　
　
　
一
、
田
　
菱
高
　
四
拾
九
石
九
斗
武
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
　
　
出
目
高
　
七
石
三
斗
五
升
試
合
三
夕



古
畠
高
　
六
拾
六
石
六
升
三
升
七
合
五
勺
　
万
治
元
右
六
斗
三
升
四
合
　
永
川
成

二
引
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
村

　
一
、
畠
　
菱
高
　
百
六
石
七
斗
五
合

　
　
　
　
　
　
出
目
高
　
四
捨
石
六
升
七
合
五
勺

同

　
　
古
や
し
き
高
　
六
斗
五
升

　
　
　
　
一
、
屋
敷
　
菱
高
　
五
石
三
斗
七
升
三
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
目
高
　
四
有
七
斗
試
升
三
合

　
　
古
高
三
口
合
　
百
九
石
八
斗
五
升
六
合
試
勺

　
　
　
　
三
日
菱
高
合
　
百
六
拾
壱
石
九
斗
九
升
五
合

　
　
　
　
　
　
出
目
高
合
　
五
拾
試
石
壱
斗
四
升
試
合
ハ
勺

　
　
　
　
外
二
　
高
　
四
升
三
合
　
　
　
　
郷
倉
や
し
き
　
　
　
同

　
村
に
よ
っ
て
は
、
田
高
お
よ
び
屋
敷
高
皆
無
の
場
合
も
あ
る
が
、

右
の
事
例
の
と
お
り
で
あ
る
。

村
　
村
表
記
様
式
は
、

　
す
な
わ
ち
、
各
ご
と
に
、
先
ず
、
「
古
田
高
」
「
古
畠
高
」
「
古
屋
敷
高
」
を
示

し
、
続
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
菱
高
」
と
、
「
菱
高
」
か
ら
「
古
高
」
を
引
い
た
差

額
、
す
な
わ
ち
「
出
目
高
」
を
記
載
、
最
後
に
「
古
高
」
の
合
計
、
「
菱
高
」
の
合

計
、
「
出
目
高
」
の
合
計
を
記
載
す
る
。

　
帳
末
に
は
、
組
内
全
村
の
「
惣
古
高
」
合
計
、
「
惣
田
畠
屋
敷
菱
高
」
合
計
、
お

よ
び
「
出
目
高
」
の
惣
合
計
に
続
け
て
、
「
菱
竿
ノ
田
高
」
以
下
、
「
菱
竿
、
畠
高
」

　
「
菱
竿
ノ
屋
敷
」
の
各
総
計
を
出
す
。
そ
し
て
更
に
続
け
て
、
各
村
に
お
け
る
「
総

無
位
畠
」
の
総
反
別
を
列
記
し
て
い
る
。

　
以
下
、
こ
の
「
菱
竿
帳
」
に
現
れ
る
諸
種
の
数
値
か
ら
、
万
治
菱
竿
検
地
の
一

面
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
　
　
　
四

　
「
菱
竿
」
と
い
う
新
手
法
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
領
内
検
地
で
は
、
二
万
有
余
の

　
「
出
目
高
」
を
見
た
と
言
わ
れ
、
こ
の
数
値
は
、
小
藩
の
一
落
総
石
高
に
も
匹
敵

す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
「
出
目
高
は
当
期
の
岡
領
六
九
組
四
三
六
か
村
（
こ
の
村

数
は
初
期
朱
印
状
に
よ
る
）
全
域
の
集
計
で
あ
る
が
、
右
の
各
組
・
各
村
に
お
け
る

個
別
的
明
細
を
知
り
得
る
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
初
見
し
な
か
っ
た
。
今
回
初
見
さ

れ
た
史
料
は
、
直
入
郡
柏
原
組
一
組
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
、

万
治
菱
竿
検
地
の
総
体
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
部
分
的
概
要
を
知

る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。

　
近
世
初
期
の
豊
後
国
内
の
郷
村
実
況
を
見
る
場
合
に
凡
用
さ
れ
る
史
料
と
し
て
、

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
調
製
の
『
豊
後
国
郷
帳
』
（
以
下
『
正
保
郷
帳
』
）
が

あ
る
。
こ
の
『
郷
帳
』
は
、
同
年
、
幕
命
に
基
づ
き
、
岡
・
臼
杵
両
落
の
手
に
よ

っ
て
調
製
・
献
進
さ
れ
た
「
豊
後
一
岡
絵
図
」
と
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

内
容
は
精
度
の
高
い
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
正
保

四
年
の
『
郷
帳
』
の
作
成
以
降
、
国
内
の
郷
村
石
高
を
明
細
す
る
目
的
で
、
元
禄

十
四
年
、
天
保
五
年
に
も
『
郷
帳
』
が
作
成
さ
れ
た
。
い
ま
、
こ
の
三
帳
に
見
え

る
直
入
郡
柏
原
組
内
の
村
高
を
一
覧
す
る
と
第
一
義
の
如
く
で
あ
る
。

　
村
高
は
、
厳
正
な
調
査
に
基
づ
け
ば
、
そ
の
数
値
に
は
、
時
代
に
よ
り
当
然
の

変
化
が
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
公
式
的
な
大
名
朱
印
高
の
固
定
化
や
、
『
郷
帳
』

の
踏
襲
性
か
ら
、
正
保
こ
尤
禄
・
天
保
の
三
期
の
数
値
に
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が

見
ら
れ
な
い
。
柏
原
組
に
限
っ
て
み
て
も
、
わ
ず
か
に
、
沖
山
・
河
宇
田
・
大
佐

の
三
か
村
に
お
い
て
の
み
、
正
保
期
と
元
禄
期
以
降
と
の
間
に
石
高
の
変
化
を
み

る
の
み
で
、
他
村
は
す
べ
て
同
数
値
、
村
数
そ
の
も
の
も
勿
論
変
化
な
い
。
こ
う

し
た
意
味
で
は
、
機
械
的
に
調
整
さ
れ
た
郷
帳
上
の
数
値
は
、
魅
力
に
乏
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
一
方
、
領
国
を
経
営
す
る
各
大
名
は
、
自
領
の
経
済
体
制
を
確
立
す
る
意
図
の

も
と
に
、
独
自
の
領
内
検
地
を
施
行
し
、
厳
正
な
村
高
を
は
じ
め
、
総
石
高
の
掌

－23－
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脊S一貫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：石）

一
瓦 正　保　４ 元　禄　14 天　保　５

村 合　　　計 合　　　計 合　　　計

八　　　屋 21.227 21.2207 21.227

高　練　木 44.338 44.338 44.338

枡　　　木 26.177 26.177 26.177

叶　　　野 85.601 85.601 85.601

鞭　　　面 58.520 58.520 58.520

尾　　　崎 16.568 16.568 16.568

田　　　代 121.7413 121.741 121.741

舞　　　次 42.699 42.699 42.699

吉　　　野 153.999 153.999 153.999

鴨　　　田 98.720 98.720 98.720

爪　　　作 176.453 176.096 176.096

西　福　寺 130.1346 130.1346 130,1346

伸　　　畑 31.214 31.214 31.214

大　　　今 84.635 84.635 84.635

下　　　迫 8.900 8.90 8.90

仲　　　山 △　28.468 168.374 168.347

河　宇　田 △　21.163 49.513 49.513

人　　　佐 △　25.769 25.769 205,769

新　　　藤 40.899 40.899 40.899

陽　　　目 121.886 121.886 121.886

井　　　堀 51.012 51.012 51.012

郷　　　原 37.787 37.787 37.787

宮　　　平 48.588 48.588 48.588

伸　　　原 19.081 19.081 19.081

池　　　原 △　21.163 27.692 27.692

握
に
努
め
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
内
検
」
で
あ
り
、
こ
の
検
地
に
よ

っ
て
得
た
新
し
い
石
高
差
益
は
「
打
出
高
」
「
出
目
高
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
先
述
し
た
如
く
、
「
菱
竿
帳
」
の
記
載
に
は
、
「
古
高
」
と
い
う
表
記
が
見
え
る
。

岡
藩
に
お
け
る
こ
の
内
検
は
、
万
治
二
年
に
完
了
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検

地
に
よ
る
「
古
高
」
は
、
こ
れ
よ
り
回
一
年
前
に
公
表
さ
れ
た
正
保
の
『
郷
帳
』

の
村
高
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
数
値
は
、
全
く
別
の
基
準
に
依
っ
て
い
る

こ
と
は
、
重
要
な
問
題
と
な
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
郷
帳
』
に
見
え
る
村
高
と
、
「
菱
竿

帳
」
に
い
う
「
古
高
」
と
の
関
係
を
第
二
義
一
覧
す
る
。
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第一我　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：石）

村 田　　　高 畑　　　高 屋　敷　高 合　　　計 古　　　高 増　　　減

八　　　屋 ０ 21.227 ０ 21.227 ＞　9.904 日　11.323

高　練　木 ０ 44.338 ０ 44.338 一 日　44.338

桓て　　木 ゛０ 26.177 ０ 26.177 ＞　24.6421 日　1.5349

叶　　　野 ０ 85.601 ０ 85.601 ＞　84.5575 日　l.0435

鞭　　　面 1.738 56.782 ０ 58.520 ＞　58.424 日　0.096

尾　　　崎 2.430 14.138 ０ 16.568 ＜　21.9363 （十）5.3683

田　　　代 39.9033 81.838 ０ 121.7413 ＞121.4985 日　0.2428

舞　　　次 12.408 30.291 ０ 42.699 ＞　41.850 日　0.849

吉　　　野 35.684 118.315 ０ 153.999 (94,405)

(上吉野) 一 一 一 一 16.652 147.55 6.449

(仲吉野) 一 一 一 一 35.493

鴨　　　田 31.004 67.716 ０ 98.720 ＜109.8562 田　11.1362

爪　　　作 6.198 170.255 ０ 176.453 ＞　68.4526 日108.0004

西　福　寺 15.4253 114.7893 ０ 130.1346 ＞　83.090 日　47.0446

仲　　　畑 8.108 23.106 ０ 31.214 ＞　30.716 日　0.498

大　　　今 13.184 71.451 ０ 84.635 48.425 D6.21

(小　今) 一 一 一 - 26.6058 Ｊ

下　　　迫 ０ 8.900 ０ 8.900 ＞　8.8715 日　0.0285

仲　　　山 ０ 28.468 ０ 28.468 ＜　28.6725 （+）0.2045

河　宇　田 ０ 21.163 ０ 21.163 ＜　45.5727 田　24.4097

人　　　佐 ０ 25.769 ０ 25.769 ＜　34.006 田　8.237

新　　　藤 9.834 31.065 ０ 40.899 一 日　40.899

陽　　　目 31.726 90.165 ０ 121.886 ＜(138.4843) （+）16.5983

井　　　堀 2.00 49.012 ０ 51.012 ＞　26.0404 日　24.9716

郷　　　原 5.178 32.609 ０ 37.787 く　42.579 田　4.792

宮　　　平 4.409 44.179 ０ 48.588 ＜　49.1698 （十）0.5818

仲　　　原 ０ 19.081 ０ 19.081 一 日　19.081

池　　　原 ０ 21.163 ０ 21.163 ＜　22.002 田　0.839

－24－



　
表
中
、
�
の
村
名
は
、
『
郷
帳
』
に
は
見
え
ず
、
「
菱
竿
帳
」
に
は
じ
め
て
登
場

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
、
新
し
く
見
え
る
村
は
、
他
に
あ
る
が
、
表
で
は
、

村
名
か
ら
吉
野
の
分
村
と
考
え
ら
れ
る
上
・
仲
吉
野
村
、
大
介
と
関
連
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
小
今
村
の
計
三
か
村
の
み
を
加
え
た
。
表
に
よ
る
と
、
『
郷
帳
』
高
と
「
古

高
」
と
の
比
較
で
は
、
前
者
が
後
者
を
上
廻
る
村
数
は
一
一
か
村
（
吉
野
三
村
、
大

今
・
小
寺
を
加
え
一
三
か
村
）
逆
に
、
後
者
が
前
者
を
上
廻
る
も
の
九
か
村
、
『
郷
帳
』

に
見
え
、
「
古
高
」
が
皆
無
と
な
る
村
三
か
村
と
な
る
。
『
郷
帳
』
高
と
「
古
高
」

の
数
値
に
は
、
石
単
位
ま
で
合
致
す
る
も
の
鞭
画
材
以
下
三
か
村
の
ほ
か
、
比
較

的
近
似
す
る
村
も
少
な
く
な
い
が
、
反
面
、
村
高
の
差
額
の
極
め
て
大
き
い
も
の

も
多
く
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
皆
無
と
な
る
。
そ
の
詳
細
は
、
表
示
さ
れ
る

如
く
で
あ
る
。

　
「
菱
竿
帳
」
に
い
う
こ
の
「
古
高
」
は
、
そ
の
表
記
と
内
容
を
考
え
て
、
菱
竿
検

地
作
業
に
着
手
さ
れ
た
明
暦
三
年
以
降
、
万
治
元
年
時
点
の
数
値
と
考
え
ら
れ
る
。

　
内
検
の
目
的
は
、
独
自
な
検
地
に
よ
り
、
従
前
の
公
式
的
数
値
に
か
か
わ
り
な

く
新
し
い
村
高
基
準
を
創
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
古
高
」
と
、
作
業
に
よ

っ
て
算
出
さ
れ
た
石
高
と
の
差
額
こ
そ
、
内
検
が
目
的
と
す
る
真
の
石
高
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
次
に
、
正
保
の
『
郷
帳
』
高
と
、
万
治
の
菱
竿
検
地
の
更
に
詳
し
い
内
容
比
較

を
試
み
た
の
が
、
第
三
衣
で
あ
る
。

第三表
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（万治２年） 出　　　　　　　　目　　　　　　　　高

屋　敷　高 合　　　計 田　　　高 畑　　　高 屋　敷　高 合　　　計

1.336 101.151 ０ 56.2423 1.336 （a;:m3）

0.82 84.526 ０ 55.335 0.82 56.155

０ 56.535 ０ 32.108 1.481 33.589

0.843 38.908 ０ 20.522 8.43 28.952

1.113 22.961 ０ 0.202 0.757 O､959

0.287 9.101 ０ 0.814 0.157 0.971

3.346 140.743 ０ 53.3995 2.786 56.1855

0.737 23.069 ０ 12.489 0.677 13.166

、2.947 126.148 1.143 63.992 2.588 (67.723)

5.373 161.999 7.3523 40.0675 4.723 52.1428

7.243 218.063 12.5161 62,9329 4.1297 (79.5787)

4.840 179.97 7.4989 47.3926 3.580 58.4715

0.90 63.495 1.645 12.0802 0.60 14.3252

0.927 32.234 1.105 4.1506 0.927 (ＨU2)

0.206 23.321 ０ (1:MR) 0.206 (1ぶ陥
2.516 130.829 6.588 26.610 2.226 35.424

０ 19.163 ０ 10.2915 ０ 10.2915

0.776 69.597 ０．３７８ 20.877 0.67 ぷ:la）

０ 27.395 1.356 9.387 ０ 10.743

1.10 n1.159 3.631 23.6464 0.791 （蔀:8器4）
0.783 (31.0529) 1.376 (-1:a?り 0.783 (1溺13)
0.386 27.618 0.4592 5.0495 0.233 5.7417

0.616 51.689 冷眼9） (口張 0.356 (3:a)
0.686 36.362 ０ 10.2032 0.553 10.7562

O､713 38.259 ０ 2.133 0.633 2.766

1.20 52.811 ０ 14.008 0.899 (11:S)
3.361 (128.904) 1.805 55.3164 3.329 (認:耀1)
1.07 45.537 ０ 16.7677 1.07 17.8377

1.317 60.318 ０ 24.171 1.141 (ａｊｌｂ

0.84 57.126 ふ9o21 10.176 0.54 (IU絹
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(単位：石)

　
友
で
明
示
さ
れ
る
大
き
な
問
題
点
は
、
先
述
の
ご
と
く
若
干
の
村
の
消
失
と
初

見
の
外
、
菱
竿
検
地
で
、
は
じ
め
て
「
屋
敷
高
」
が
算
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

　
『
郷
帳
』
に
見
え
た
高
棟
木
・
吉
野
の
二
村
の
う
ち
、
高
棟
木
村
は
、
完
全
に
村

名
を
消
し
、
マ
‥
野
村
」
は
、
そ
の
名
自
体
は
消
え
る
が
、
代
っ
て
上
吉
野
・
仲
吉

野
及
び
下
回
日
野
（
次
去
）
と
し
て
現
れ
る
、
万
治
二
年
の
検
地
、
つ
ま
り
菱
竿
検

地
で
は
、
田
高
・
畑
高
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
村
に
お
い
て
、
打
出
し
と
な
り
、
わ

ず
か
に
田
高
に
お
い
て
大
今
村
、
畑
高
に
あ
っ
て
仲
畑
村
の
二
か
村
の
み
が
、
滅

高
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
う
ち
、
大
今
村
は
。
小
今
村
と
い
う
分
村
ら
し
い
村
が

初
見
す
る
も
の
の
、
こ
の
小
今
村
で
は
、
田
高
は
皆
無
と
な
っ
て
お
り
、
大
今
村

の
『
郷
帳
』
に
見
え
る
六
三
有
余
の
田
高
と
、
万
治
の
回
二
有
六
斗
余
の
差
額
の

行
方
は
不
明
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
関
係
を
、
更
に
詳
し
く
注
目
す
る
た
め
に
、
下
に
「
菱
竿
検
地
」
に

係
わ
る
全
数
値
を
第
四
去
に
示
す
。

　
「
菱
竿
帳
」
及
び
正
保
・
元
禄
ふ
八
保
の
三
種
の
郷
帳
を
柏
原
組
内
各
村
の
配
列

の
順
序
か
ら
見
る
時
、
正
保
の
『
郷
帳
』
と
「
菱
竿
帳
」
と
で
は
大
き
く
相
異
、

　
「
菱
竿
帳
」
と
元
禄
郷
帳
も
、
ま
た
符
今
し
な
い
が
、
元
禄
・
天
保
の
二
帳
は
完

全
に
合
致
し
、
更
に
二
帳
に
見
え
る
村
高
も
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
一
方
、

正
保
郷
帳
の
村
順
序
は
、
他
の
二
帳
と
異
な
る
も
の
の
、
村
高
は
ほ
ぼ
一
致
す
る

故
、
三
帳
の
踏
襲
性
は
確
実
に
証
さ
れ
、
「
菱
竿
帳
」
の
み
が
、
ま
さ
に
「
内
検
帳
」

の
実
を
体
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
菱
竿
帳
」
で
は
、
『
郷
帳
』
の
地
原
を
千
原
、
鞭
面
を
怖
面
と
表
示
し
、
高
棟

木
・
仲
原
Ｌ
‥
野
の
三
か
村
が
村
名
を
消
す
ペ
　
ー
方
、
「
菱
竿
帳
」
に
は
新
し
く
市

俵
野
・
宮
園
・
原
口
・
東
福
寺
・
柿
木
・
矢
所
・
橘
木
・
小
今
の
ハ
か
村
及
び
上

吉
野
・
仲
古
野
・
下
占
野
の
村
名
が
登
場
す
る
。

　
吉
野
三
か
村
及
び
小
今
村
と
は
、
先
述
の
如
く
『
郷
帳
』
の
占
野
及
び
大
今
村

の
分
割
・
分
村
（
支
村
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
史
料
的
に
そ
の
関
係
は
明
ら
か
に

な
し
得
な
い
。



　
さ
て
、
「
菱
竿
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
「
古
高
」
（
表
で
は
内
検
前
村
高
）
・
菱
竿
高
・

出
目
高
を
一
覧
し
た
も
の
が
、
下
の
表
で
あ
る
が
、
三
三
か
村
中
、
矢
所
・
橘
木

二
村
に
関
し
て
は
、
本
文
の
記
事
が
残
欠
と
な
る
た
め
、
三
種
の
数
値
は
明
ら
か

で
は
な
く
、
帳
末
の
「
無
位
畠
高
」
を
一
覧
す
る
部
分
か
ら
村
名
の
み
を
採
っ
た
。

　
　
田
　
田
高

　
『
正
保
郷
帳
』
で
田
高
皆
無
と
さ
れ
た
河
宇
田
村
以
下
八
か
村
は
、
「
古
高
」
に

お
い
て
も
皆
無
、
こ
れ
は
菱
竿
に
よ
る
検
地
に
際
し
て
も
、
出
高
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
諸
村
は
、
地
理
的
に
、
水
田
の
展
開
す
る
可
能
性
は
全
く
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
「
古
検
」
と
菱
竿
検
地
と
の
結
果
に
見
る
比
率
は
、
全
村
平
均
で
丁
二
六
倍
の
増

加
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
比
率
の
高
い
村
は
上
吉
野
の
Ｉ
・
四

七
倍
、
続
い
て
井
堀
村
の
丁
四
二
倍
と
な
る
。
田
高
に
お
い
て
、
「
古
検
高
」
を

下
廻
る
村
は
皆
無
と
な
る
。
上
吉
野
・
井
堀
両
村
に
お
け
る
こ
の
比
率
の
高
さ
も
、

田
高
の
実
質
的
増
加
は
、
と
も
に
二
石
を
超
す
も
の
で
は
な
く
、
実
質
高
で
、
最

も
大
き
い
増
加
を
見
た
の
は
、
陽
目
村
の
で
Ｉ
石
五
斗
余
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
当
組
内
諸
村
に
お
い
て
は
、
水
利
的
条
件
に
お
い
て
、
田
方
の
耕
営
は
、

す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
畑
高

　
柏
原
組
に
お
い
て
、
村
高
の
主
要
部
分
を
占
め
た
の
は
畑
高
で
あ
っ
た
。
『
正
保

郷
帳
』
に
は
田
方
皆
無
と
あ
っ
て
も
、
畑
高
の
見
え
な
い
村
は
な
く
、
当
組
が
、

畑
作
地
帯
と
し
て
の
特
質
を
示
し
て
い
る
。

　
畑
高
で
は
、
「
古
検
」
に
対
し
て
菱
竿
検
地
の
結
果
、
村
平
均
で
丁
六
二
倍
の

増
加
を
示
し
、
こ
の
数
値
は
、
田
高
の
平
均
一
・
二
六
倍
に
比
し
て
、
平
均
値
と

し
て
は
、
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
菱
竿
高
が
、
「
古
高
」
の
倍
を
超
す
村
は
七
か
村
を
数
え
、
そ
の
最
高
は
、
仲
山

村
の
二
・
九
倍
。
こ
の
村
で
は
、
「
古
高
」
二
八
石
六
斗
余
に
対
し
て
検
地
の
結
果

第四表

内　　　　検　　　　前　　　　村　　　　高 内　　　　検

村 E日　　　高 畑　　　高 屋　敷　高 合　　　計 田　　　高 畑　　　高

河　宇　田 ０ 45.5727 ０ 45.5727 ０ 101.815

仲　　　山 ０ 28.6725 ０ 28.6725 ０ 83.076

枡　　　木 ０ 24.4261 0.216 24.6421 ０ 56.535

市　俵　野 ０ 17.543 0.093 17.636 ０ 38.065

千　　　原 ０ 81.646 0.356 22.002 ０ 21.848

宮　　　園 ０ 8.000 0.130 8.130 ０ 8.814

叶　　　野 ０ 83.9975 0.56 84.5575 ０ 137.397

八　　　屋 ０ 9.844 0.06 9.904 ０ 22.332
佛　　　面 4.312 53.753 0.359 58.424 5.455 117.746

鴨　　　田 42.5687 66.6375 0.65 109.8562 49.9210 106.705

陽　　　目 47.0409 88.3301 3.n33 (138.4843) 59.5570 151.2630

田　　　代 40.7661 79,4724 1.260 121.4985 48.2650 126.8650
宮　ノ　原 5.058 43.8118 0.30 49.1698 6.703 55.8920

井　　　堀 2.586 23.4654 ０ (26.0404) 3.691 27.616
原　　　口 ０ 18.1105 ０ (18.1105) ０ 23.n50

下　吉　野 27.01 68.105 0.29 95.405 33.598 94.715
下　　　迫 ０ 8.8715 ０ 8.8715 ０ 19.163

大　　　今 14.06 34.262 0.106 (48.428) 13.682 55.139

上　吉　野 2.902 13.750 ０ 16.652 4.258 23.137

西　福　寺 15.476 67.3056 0.309 (83.0906) 19.107 90.952

仲　　　畑 7.701 23.074 ０ (混:則) 9.077 21.1929

尾　　崎 5.8268 15.9565 0.153 21.9363 6.286 21.006

舞　　　次 13.3961 28.19 0.26 (41.847) 14.948 36.125
小　　　今 ０ (26.4728) 0.133 26.6058 ０ 36.676

仲　吉　野 ０ 35.413 0.08 35.493 ０ 37.546

束　福　寺 ０ 37.603 0.301 37.904 ０ 51.611

爪　　作 4.688 63.7336 0.031 68.4526 6.493 119.05

柿　　　木 ０ 27.6993 ０ 27.6993 ０ 44.467

入　　　佐 ０ 34.83 0.176 (35.006) ０ 59.001

郷　ノ　原 10.9539 31.254 0.30 くU:l辞3） 14.856 41.43

橘　　　木 80.8917

矢　　　所
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で
は
八
三
有
余
と
な
る
。
菱
竿
高
が
「
古
高
」
を
下
廻
る
い
わ
ゆ
る
「
引
込
高
」

を
見
る
村
と
し
て
は
。
仲
畑
村
一
か
村
の
み
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
村
の
畑
高
に

関
し
て
は
、
「
菱
竿
帳
」
に
は
、
「
古
高
」
の
頂
に
、
「
高
、
六
斗
三
升
、
河
宇
川
村

分
人
、
万
治
足
５
高
八
升
壱
合
、
永
崩
二
引
」
と
見
え
、
河
宇
田
村
の
項
に
も
、

事
実
、
「
六
斗
三
升
、
仲
畑
付
子
人
分
引
」
と
あ
り
、
画
材
の
記
事
は
符
号
す
る
。

　
こ
う
し
た
算
用
及
び
表
記
か
ら
考
え
て
も
、
当
村
に
お
け
る
畑
高
の
減
少
理
由

は
説
明
で
き
ず
、
い
ね
ば
、
こ
の
菱
竿
の
検
地
が
厳
正
を
極
め
た
結
果
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
、

　
　
㈹
　
厭
戦
高

　
『
庄
保
郷
帳
』
に
は
見
え
な
か
っ
た
屋
敷
高
が
、
「
古
検
」
で
は
じ
め
て
登
場
す

る
。
こ
の
「
古
検
」
で
屋
敷
高
の
皆
熊
と
な
る
材
は
、
河
宇
田
・
沖
山
・
井
坂
・

原
口
∴
上
述
・
上
青
野
∴
押
畑
・
柿
本
の
八
か
材
の
み
、
尤
も
原
口
・
上
古
野
は

新
登
場
の
材
と
し
て
、
理
解
で
き
る
が
、
占
材
ら
し
い
井
用
材
の
皆
無
の
現
出
は

説
明
出
米
か
ね
る
、
こ
の
屋
敷
高
は
、
谷
村
と
も
極
め
て
微
細
で
あ
り
、
石
台
に

到
達
す
る
材
は
、
陽
目
付
三
石
余
、
田
代
打
の
一
有
余
の
二
か
材
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
数
値
は
、
如
何
に
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
検
地
で
、
は
じ
め
て
屋
敷

高
が
丈
量
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
出
目
高

　
内
検
の
目
的
は
、
各
藩
が
独
自
の
領
内
検
地
を
施
行
し
、
耕
地
や
屋
敷
地
の
丈

‥
．
ｙ
に
よ
っ
て
、
圧
確
な
石
高
を
掌
握
、
改
組
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
岡
藩
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
菱
旱
検
地
で
は
、
柏
原
組
に
お
い
て
も
、
多
額
な

出
目
高
仝
Ｕ
亡
兄
「
菱
宇
帳
」
に
よ
る
と
、
同
組
内
の
「
古
高
」
は
、
一
、
五
六
三

有
余
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
内
検
の
結
果
、
田
畑
屋
敷
統
計
で
、
二
、
斤
じ
二

石
八
斗
三
合
と
な
り
、
出
目
口
は
、
一
〇
瓦
石
二
斗
余
を
算
出
し
た
、
ｙ
一
の
数
値

は
、
「
古
検
」
高
に
そ
の
じ
割
の
新
石
高
仝
加
算
す
る
む
の
で
あ
っ
へ
。
ゝ
一
の
「
出

目
高
」
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
す
る
郷
帳
を
持
た
な
い
の
で
丁
ご
Ｉ
で
は
、
「
古
検
」

に
対
す
る
菱
竿
高
と
の
比
率
の
み
に
つ
い
て
見
る
と
、
仲
山
村
の
如
き
は
実
に

一
丁
九
四
倍
の
出
目
高
と
な
り
、
出
目
高
の
平
均
は
Ｉ
・
六
倍
と
な
る
、

　
領
内
六
九
組
及
び
、
そ
の
組
内
各
村
の
、
出
目
高
比
率
は
、
様
々
な
条
件
に
よ

っ
て
異
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
出
目
高
を
柏
原
組
に
限
っ
て
『
正

保
郷
帳
』
に
対
比
し
て
み
よ
う
。

　
『
正
保
郷
帳
』
に
よ
る
と
、
同
組
内
の
正
式
な
石
高
は
、
二
、
〇
二
二
石
四
斗
三

升
囚
合
九
勺
と
さ
れ
る
か
ら
、
菱
竿
検
地
に
よ
る
出
目
高
の
五
四
九
石
栄
、
約

九
五
〇
石
に
達
し
、
そ
の
出
目
高
率
は
二
割
七
分
と
な
る
。

　
こ
の
比
率
を
、
当
期
の
同
藩
七
万
有
の
朱
印
高
に
乗
じ
た
場
合
、
そ
の
出
目
高

は
、
一
万
元
元
〇
〇
石
と
算
出
さ
れ
る
。

　
「
御
覧
帳
細
注
」
に
は
「
其
節
迄
ハ
、
高
七
万
石
之
所
、
検
地
ニ
テ
几
万
有
栄
二

成
、
六
万
石
栄
の
打
出
」
と
い
う
記
述
は
、
あ
な
が
ち
不
当
な
も
の
と
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。五

　
岡
藩
に
お
け
る
方
治
検
地
に
か
か
か
る
具
体
的
史
料
は
、
極
め
て
少
な
く
、
管

見
の
範
囲
で
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
検
地
帳
一
点
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
の
稀

少
性
全
補
い
、
万
治
検
地
の
実
態
を
解
く
に
は
、
比
較
的
多
く
散
見
す
る
死
文
期

の
内
検
帳
の
分
析
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
幕
藩
体
制
下
の
藩
の
実

体
を
知
る
た
め
に
は
、
フ
畏
帳
簿
」
的
性
格
を
有
す
る
内
検
帳
の
微
細
に
亘
る
分
析

が
不
可
欠
な
作
業
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
〈
注
〉

｛
１
一
　
後
藤
服
巳

‐
１
藩
政
成
え
期
に
お
け
る
二
・
べ
の
問
題
に
つ
い
て
」
『
別
府
入
学

紀
要
』
第
二
二
号

ｎ
乙
・
９
Ｊ

『
両
部
。
目
談
』
「
御
覧
帳
細
注
」
付
録
　
竹
田
市
図
漑
‥
館
所
蔵

４
）
　
北
村
清
し
編
『
中
川
史
料
渠
』
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ｊ
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（
６
）

岡
垣
川
水
所
蔵
交
占
、
八
祇
を
欠
く
た
め
・
て
万
冶
ミ
半
袖
座
組
夏
竿
帳
寸
｝
仮
作

大
分
県
地
ぶ
兜
研
究
会
『
ヅ
後
川
柳
帳
』
山
川
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